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解説

直線導線の微小部分と点Ｏを結ぶ直線との成す角度θは円周上のどの位置でも90度なの

で、円周上の⊿ｌ〔ｍ〕の微小部分によって生ずる磁界の強さ⊿Ｈ〔Ａ/ｍ〕は、ビオ・

サバールの法則より、

Ｉ⊿ｌ Ｉ⊿ｌ
⊿Ｈ＝ sin90°＝ 〔Ａ/ｍ〕 (1)

4πｒ２ 4πｒ２

となる。

円周上のどの位置でも同じ値となるので、式(1)の⊿ｌを円周の長さ2πｒ〔ｍ〕に置き

換えることによって、円周の部分によって生ずる磁界の強さＨ〔Ａ/ｍ〕を求めることが

できるので、次式で表される。

Ｉ Ｉ
Ｈ＝ ×2πｒ＝ 〔Ａ/ｍ〕 (2)

4πｒ２ 2ｒ

よって、コイルＡによる磁界の強さＨＡ〔Ａ/ｍ〕は次式で表される。

Ｉ
ＨＡ＝ 〔Ａ/ｍ〕 (3)

2ｒ

コイルＢによる磁界の強さＨＢ〔Ａ/ｍ〕は式(2)のｒ＝3ｒとすると、次式となる。

Ｉ
ＨＢ＝ 〔Ａ/ｍ〕 (4)

6ｒ

コイルＡとＢの電流の向きは逆向きなので、ＨＡとＨＢの向きが逆向きとなるので合成

磁界の強さＨ〔Ａ/ｍ〕は、式(3)と(4)より次式となる。

Ｉ Ｉ 3Ｉ Ｉ 2Ｉ Ｉ
Ｈ＝ＨＡ－ＨＢ ＝ － ＝ － ＝ ＝ 〔Ａ/ｍ〕

2ｒ 6ｒ 6ｒ 6ｒ 6ｒ 3ｒ

［正答：2]



正しく

4 ＶＬの大きさは、Ｖの大きさのＸＬ/Ｒ倍である。
． ．

直列共振回路の尖鋭度Ｑは、共振角周波数をωｒ〔rad/s〕、コイルのインダクタンスを

Ｌ〔Ｈ〕とすると、次式で表される。

ωｒＬ ＸＬ
Ｑ＝ ＝

Ｒ Ｒ

ＶＬの大きさは、Ｖの大きさのＱ倍となるので、ＸＬ/Ｒ倍である。
． ．

［正答：4]

正しく

3 PN接合ダイオードの接合部に逆方向電圧を加え、逆方向電流が極めて小さいときに空

乏層が接合容量として働き、加える電圧によって静電容量が変化することを利用した

ものが可変容量ダイオードである。

［正答：3]



解説

Ｌ２〔Ｈ〕とＣＶ〔Ｆ〕の同調回路において、共振周波数は静電容量の√に反比例する

ので、可変コンデンサの最大静電容量がＣＶ＝470〔ｐＦ〕＝470×10－１２〔Ｆ〕のとき、

最低受信周波数ｆ＝500〔ｋＨｚ〕＝500×10３〔Ｈｚ〕に同調させることができる。漂遊

(浮遊)容量をＣｆ〔Ｆ〕とすると､ＣＶ〔Ｆ〕との合成静電容量はＣ＝ＣＶ＋Ｃｆ＝470＋30

〔ｐＦ〕＝500×10－１２〔Ｆ〕となるので、同調回路の共振周波数ｆ〔Ｈｚ〕は、次式で

表される。

1
ｆ＝ 〔Ｈｚ〕

2π√Ｌ２Ｃ

両辺を２乗すると、次式で表される。

1
ｆ２＝

4π
２
Ｌ２Ｃ

π
２
≒10としてＬ２〔Ｈ〕を求めると、次式で表される。

1 1
Ｌ２＝ ＝

4π
２
Ｃｆ２ 4×10×500×10－１２×(500×10３)２

1 1 1
＝ ＝ ＝ ×10３×10－６
4×5×25×10１＋２－１２＋４＋６ 5×10３ 5

＝200×10－６〔Ｈ〕＝200〔μＨ〕

［正答：2]



解説

図１のように、問題のリサジュー図の水平軸と垂直軸に平行な線を引く。このとき、線

の位置は任意であるがリサジュー図の交点は避ける。垂直線Ｖは水平軸のレベルが変化す

る数に比例するので水平軸の入力周波数ｆｘ〔Ｈｚ〕に比例する。水平線Ｈは垂直軸のレ

ベルが変化する数に比例するので垂直軸の入力周波数ｆｙ〔Ｈｚ〕に比例する。

各選択肢のｆｘ：ｆｙに比例するＶ：Ｈは次のようになる。

１ 2：2＝1：1

２ 2：2＝1：1

３ 4：6＝2：3

４ 2：4＝1：2

５ 2：6＝1：3

よって、正しい選択肢は３である。

図１

［正答：3]



正しく

ウ OCXOは、温度係数の小さな水晶片と発振回路基板を恒温槽に入れ、全体を金属ケース

に収めたものである。恒温槽を予め稼働させるので、周波数が安定するのに必要な時

間はTCXOより長い。

エ VCXO、TCXO、OCXOの中で最も周波数精度が高い(良い)のはOCXOである。

［正答：ｱ- 1 ｲ- 1 ｳ- 2 ｴ- 2 ｵ- 1]


